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熱流体解析ソフトの常識を破った設計支援ツール…⑴

　三次元の熱流体シミュレーションの技術は、
目に見えない空気の流れや温度の分布、空気中
の拡散物質の濃度などを「見える化」すること
ができる。設計段階での評価・検討ツールとし
て、また技術提案内容をわかりやすく第三者に
伝えるためのプレゼンテーションツールとし
て、様々な分野で活用されている。
　実際にクライアントへの提案段階において
も、目には見えない「空間上の速度や温度の分
布を示す画像」や「空気の流れを表すアニメー
ション」を用いて、設計案のビフォーアフター
の違いを示す効果は非常に大きく、営業におけ
る提案力の向上の目的からも熱流体シミュレー
ションソフトを導入するようなケースも増えて
いる。　

設計現場における課題■2
　まず、シミュレーションを行う目的とは何だ
ろうか。ある建物の内部の温熱環境について検
討する場合を考えてみる。夏場を想定し冷房の
検討をするとしよう。熱負荷計算を実施し、計
算の結果通りに冷房空調の能力を決める。しか
し、計算で室内の平均温度は予測できるもの
の、温度の分布まではわからない。例えば、「冷
風が居住空間に到達せずに排出されている」「冷
風が加熱された後に居住空間に伝わっている」
という構造になっていれば、居住空間は予測し
た温度よりも高い温度になっている可能性があ
る。つまり実際は空間内で大きな温度差がつ

き、快適とは言えない状況になってしまってい
るかもしれない。こういった疑問点・懸念点を
解消し、よりよい設計案をつくるためにシミュ
レーションが必要となるのである。
　しかし、仮にシミュレーションソフトを活用
して「空間内の分布を考慮した設計検討」を実
現することができたとしても、それが必ずしも
設計目標を満たすとは限らず、設計変更を余儀
なくされる場合も少なくない。従来の一般的な
シミュレーションソフトでは、設計者の考えた
設計案をインプット条件として、気流や温度の
分布を解析によって求めるのみだ。そのため、
当初の設計条件で目標値を達成できない場合は、
設計目標を満たすための改善条件を、設計者自
ら何度も考え直さなければならない。改善に関
係すると思われる空調の配置、吹出口の流速や
吹出方向、吹出温度といった設計パラメータを
試行錯誤的に、もしくはパラメータスタディに
より修正したのち、その結果が設計目標を満た
すかどうかを再度確認するという作業が不可欠
となる。通常、設計目標を満たすための条件を
探る作業は、多くの設計要因が絡むため、何度
も繰り返しシミュレーションを行う必要がある。
パラメータスタディを基本とした検討方法では、
空調の「配置」「流量」「風向」「温度」といった
パラメータの数だけ解析が必要で、それぞれの
パラメータを少しずつ変化させたいくつものケ
ースについて、トライアルアンドエラーで計算
することになる。そうなると膨大な計算量が必
要となってしまい、あまり現実的ではない。
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